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中国国務院（中央政府）は 2019年 10月 15日、「外資銀行管理条例」と「外資保険公司管理条例」の改正

を発表しました。主な内容は下記のとおりです。 

 

 内容 

１． 外資銀行の個人向け定期預金最低預入金額制限を 100万人民元から 50万人民元に引下げ。 

２． 
中外合弁銀行の中国側出資者に対する制限を緩和。合弁銀行の中国側主要株主が金融機関であ

る必要なし。 

３． 
中国国内での現地法人設立は、総資産 100 億米ドル以上の外国金融機関のみ可能とする条件を

廃止。また銀行支店開設は、総資産 200億米ドル以上の外資銀行のみとする条件を廃止。 

４． 
外資保険会社の中国進出制限を緩和。「保険業務の取扱 30 年以上」と「中国で駐在員事務所を

設立して 2年以上」の条件を廃止。 

５． 
外資保険会社による中国国内での独資の外資保険会社の設立を認める。その他海外金融機関に

よる外資保険公司への資本参加を認可。 

６． 外国銀行が中国国内に設立する銀行現地法人と外国銀行支店への制限を緩和。 

７． 
外資銀行の業務範囲を拡大（金融商品の代理販売、代理決済、政府債権の販売及び代理入出金業

務など）。 

８． 外資銀行が人民元業務を取扱う際、当局の審査・許認可を撤廃。 

９． 外資銀行支店が保有しなければならない有利子資産（資本金相当）の比率を緩和。 

１０． 
外資銀行支店の自己資本制限を緩和。中国の外資銀行支店における運営資金と準備金の合計に

対する人民元リスク資産の比率が 8％を下回ってはならないという制限を撤廃。 

 

 


